
地域密着型サービス運営推進会議 報告書 

 

会議名称：令和３年度 第３回（９１回）地域密着型運営推進会議 

 

事業所名：グループホームなのはな 

 

種  類：グループホーム 

 

日  時：令和３年 ８月２６日（木） １３時００分 ～ １３時３０分 

 

会  場：グループホームより送付の資料をご覧いただき、ご意見等を寄せて頂く 

    ※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、書面上の会議といたしました。 

 

出席者（ご意見を頂いた方） 

区分 人数 区分 人数 

利用者代表    

利用者の家族 3 市役所職員 1 

地域住民の代表  その他  

知見を有する者  事業者  

 

（１）入居者さまの状況報告 

※現在９室満室  

・ ６／２９  往診：新型コロナワクチン２回目接種 

        （９名全員が問題なく接種できました。） 

・ ７／ １  体重測定 

・ ７／２０  往診 

・ ７／２０  女性利用者様（８６）入院、７／２２退院 

・ ８／ １  体重測定 

・ ８／１７  往診 

 

（２）行事実施報告           

・ ６／２０  父の日 

        日頃の感謝を言葉に！皆さまから「いつもありがとう」とプレゼント贈呈。

満面の笑みで喜んでいる男性利用者様の姿に、「私もうれしいわ。」と他の

利用者様が涙され、心温まる時間が流れました。 

 

・ ７／ ７  七夕 

        本物の笹で七夕飾り！「昔はな、これで笹船を作ってな・・」と利用者様 

同士で昔話に花が咲き始め、短冊には何を書こうかとワイワイと楽しい 

時間を過ごしました。皆さまの願いが叶いますように！ 

 

・ ８／ ４  夏祭り 

        ホーム内での催しでしたが、「射的」「魚つり」と大盛り上がり！！皆さま 

童心にかえったように「やったー！！」「んんー！もう１回！！」と心か 

ら喜んだり悔しがったりする姿がみられました。最後にかき氷を食べな 

がら風鈴の音に耳を傾け、しみじみと夏を感じました。 

 

・ ８／２４  男性利用者様（91 歳）誕生日会 

        普段から皆さまを温かく見守り、時に笑顔で癒してくれます。 

        お祝いのバースデーソングと似顔絵をプレゼント！とても喜んでくれた

ようで、ご自身のお部屋で「あれは私でした。」と笑いながら目に涙が浮



かんでいる様子がありました。 

 

※行事については、新型コロナウイルス感染拡大防止策（手指消毒、マスク着用等）を講じた 

うえで実施しております。 

 

（３）行事予定報告 

・ ９／２０  敬老会 

 

（４）職員の状況等 

・ ７／ ９ オンライン研修 

テーマ：「循環器疾患に関する治療や診断について」 

    「第３回志摩多職種交流会」 

主 催：県立志摩病院 

講 師：県立志摩病院 内科医 Ｍ氏 

心疾患の機序や治療について受講。 

 

・ ７／３０ 消防訓練実施 

 

（５）その他報告、連絡事項 

〇緊急時対応事例の紹介 

－以前、以下のような緊急対応事例がありました。 

・早朝（人手が少なく忙しい時間帯）に、夜勤スタッフが利用者様の「いつもより少

し笑いの反応が乏しい。なんとなく表情が違う」「片方の手の力がいつもよりわず

かに弱い」などの脳卒中症状に気づき、速やかに連絡手順に沿って看護師へ連絡。 

・血圧上昇とわずかに手の力や表情の左右差を認めたため、看護師より医師・救急隊 

ご家族へ連絡。 

救急隊の到着までの間に、搬送準備・他スタッフのフォロー体制・ご家族の協力体

制を整える。 

・７～８分程度で救急隊員が到着。脳卒中疑いにて救急隊の迅速な入院調整により、 

 日赤へドクターヘリにて搬送。 

・日赤で脳梗塞の早期治療が施され、数日で無事退院。現在、特段の後遺症もなく、

施設で穏やかに過ごされています。 

－ ご高齢者の特性として、症状や経過が非定型的であることが多く、認知症の方であ

れば症状や変化を捉えることがより難しくなります。例えば、「早朝」に脳卒中症状

があった場合、その時間帯では「単に眠いだけ」「認知症状の一部」「その時の気分」

などの可能性も高く、判断が難しくなります。その場合、いかに普段から本人と関わ

っているかが重要となり、「本人の特性や普段の様子」をしっかり理解している必要

があります。 

そういう意味では、今回の事例はスタッフが普段から利用者様としっかり関わって

いることや連絡体制・情報共有体制がうまく機能していることが確認できた良い事例

だと思いました。また、緊急対応には入院関係書類や意思決定などが必要であるため、

ご家族の協力は不可欠です。今回早期治療につながったのは、ご家族の協力があった

ことも大きく、改めて利用者ご本人やご家族と緊急時の対応について定期的に話し合

っておくことが大切だと感じました。 

今後、事例検討や疾患の勉強会の実施を予定しており、緊急時対応の確認や正常・

異常の判断のポイントの共有などを行い、介護サービスの質向上を図るとともに、ご

家族や多職種とよりスムーズに連携をとれるように努めます。 

〇新型コロナウイルス感染症について、現在、志摩市に限ればワクチン接種が大きく進ん

でいるものの、変異種の感染拡大や全国的なワクチン接種の遅れなど、収束が見通せな

いため、面会制限等の措置を継続させていただいております。引き続き状況をみながら、

面会制限等の扱いを検討していく予定です。 

〇今後も感染予防への取り組みを徹底し、利用者様に安心して過ごしていただけるよう努



力してまいります。 

 

（６）質疑応答等 

・ご家族様 

① いつもお世話になっております。三重県でも感染者が増えてますね。しばらく面会

制限が続いてもしょうがないと思います。まめに連絡もいただいておりますし、手

紙も毎回見させていただいているので安心しています。大変だと思いますが、よろ

しくお願いします。 

② たくさんご苦労されていると思いますが、負けずに頑張ってください。ここにきて

からよく笑うようになって、窓からのぞくと楽しそうにしているのも分かります。

いつもありがとうございます。 

③ いつも良くしてもらってありがとうございます。コロナ禍でも工夫して行事をして

いただいて、本人も楽しく過ごせているのがわかります。 

・市役所職員様 

【運営推進会議について】 

新型コロナウイルス感染症対策を行いながらも、工夫をしながら季節を感じるイベントの開

催をされていることがうかがえました。 

また、緊急対応事例にて紹介いただいていますが、普段から本人の特性や様子をしっかり理

解されていることが、迅速な対応につながっており、職員の皆様の努力の成果であると感じ

ました。 

 

【新型コロナウイルス感染症について】 

志摩市においては、16 歳から 64 歳以下の高齢者の新型コロナウイルスワクチン接種が終了

いたしましたが、三重県全体に、まん延防止等重点措置が適用されるなど、まだまだ予断を

許さない状況が続くと思われます。日々の体調に十分気を付けていただきながら、感染症対

策を引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

以上 

 

 【次回】 令和３年 １０月２１日(木) １９：００～２０：００の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


